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2010 年度学術俯瞰講義・法と現代社会：見える法と見えざる法  

 

                  法と市民生活（第２回～第４回） 

                  大村敦志（東京大学法学部・民法） 

  

   第２回（ 4/14）パート１   いま、法と法学は 

  第３回（ 4/21）パート２   児童虐待への法的対応 

 

  第４回（ 4/28）パート３ 児童虐待防止の社会的背景 

  

   Ⅰ  立法の多元化 

    １  法メディアの役割  
 ２  議員立法の役割 

 

     Ⅱ  実効化の方策 

    １  通報義務の定立  
 ２  支援システムの構築 

  
   Ⅲ  視野の拡大 

       １  ファミリー・バイオレンス  
 ２  旧児童虐待防止法 

 

     Ⅳ  原理の探索 

       １ 国家と私生活  
 ２  社会とこども 
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                        （ H.18 厚生労働省）  
 

 

 

虐待防止のシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （ H.21厚生労働省） 
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